とい つたよう な もの も それぞれ 立派に 存立し うる わけ 

である。 しかし、 ここで は、 それらの 地方 的 特性 を 総 

括し また 要約した 「 一 般的 日本人」 の 「要約した 日本」 

の 自然観 を 考察せ よと いうの が 私に 与えられた 問題で 

あろうと 思われる。 そうだと すると 問題 は 決してそう 

容易で ない ことが わかる ので ある。 

われわれ は 通例 便宜上 自然と 人間と を 対立 させ 両方 

別々 の 存在の ように 考える。 これが 現代の 科学的 方法 

の 長所で あると 同時に 短所で ある。 この 両者 は 実は 合 

して 一 つの 有機体 を 構成して いるので あって 究極 的に 

は 独立に 切り離して 考える ことので きない ものである _ 



した 住民 は、 その 地形 的 特徴から 生ずる あらゆる 風土 

的 特徴に 適応しながら 次第に 分化しつつ 各自の 地方 的 

特性 を 涵養して 来たであろう。 それと 同時に 各自の 住 

み 着いた 土地への 根強い 愛着の 念 を 培養して 来た もの 

まう 5.4 く 

であろう。 かの 茫漠たる ス テツべ ンゃパ ンパ スを 漂浪 

する 民族との 比較 を 思い浮かべ ると きに この 日本の 地 

形 的 特徴の 精神的 意義が いっそう 明瞭 に 納得され る 

であろうと 思われる。 

この 地質 地形の 複雑さの 素因 をな した 過去の 地質 時 

代に おける 地殻の 活動 は、 現代に おいても その かすか 

な 余 響 を 伝えて いる。 すなわち 地震なら びに 火山の 現 



を 引き 緊 める 「厳父」 としての 役割 を も 勤める ので あ 

る。 厳父の 厳と 慈母の 慈との 配合よ ろしき を 得た 国が 

らに のみ 人間の 最高 文化が 発達す る 見込みが あるで あ 

ろう。 

地殼的 構造の 複雑な こと はまた 地殻の 包蔵す る鉱産 

物の 多様と 豊富 を 意味す るが、 同時に また ある 特殊な 

鉱 産物に 注目 するとき は その 産出 額の 物足りな さを感 

じさせる ことに もなる ので ある。 石炭で も 石油で も 鉄 

でも 出る に は 相応に 出ても 世界で 著名な これらの もの 

の 産地の 産額に 匹敵す る もの はないで あろう。 日本が 

鎖国と して 自給 自 S3- に 甘んじて いるう ち はとに かく 世 



て いるよう である。 

近 ごろ 中 井 博士の 「東亜 植物」 を 見て いろいろ 興味 

を 感じた ことの 中で も 特にお もしろ いと 思った こと は 

日本 各地の 植物界に、 東亜の 北から 南へ かけての いろ 

いろな 国土の 植物が さまざまに 入り込み 入り乱れ てい 

る 状況で ある、 これ も 日本と いう 国の 特殊な 地理 的 位 

置に よって 説明され 理解 さるべき 現象であろう。 中に 

はまた 簡単に は 説明され そう もない 不思議な 現象 も あ 

しんしゅう まんしゅう 

る。 たとえば 信 州の 山地に ある 若干の 植物 は 満州 

ちょうせん 

朝鮮と 共通であって、 しかも 本州の 他の いずれの 地 

にも 見られな いとい つ たような 事実が あるそう である _ 



うこと も あいま つ て わが国に おける これらの ゲ— ムの 

絶滅 をかろう じて 阻止す る ことができ たの かも しれな 

ヽ o 

レ 

水産 生物の 種類と 数量の 豊富な こと はお そらく 世界 

の 他の いかなる 部分に もたいして ひけ を 取らない であ 

ろうと 思われる。 これ は 一 つに は 日本の 海岸線が 長く 

て、 しかも 広い 緯度の 範囲に わたって いるた め も ある 

が、 さらに また いろいろな 方向から いろいろな 温度 塩 

分 ガス 成分 を 運搬して 沿岸 を 環 流しながら 相 錯雑す る 

暖流 寒流 の 賜物 である。 これらの 海流 は この ごとく 海 

さち 

の 幸 を もたらす と 同時に また わが国の 気候に 第一 一次 的 



考察した つもりで ある。 それで 次に かくの ごとき 自然 

にいだ かれた 日本人が その 環境に 応じてい かなる 生活 

様式 をと つ て 来た かと いう こと を 考えて みたい と 思う _ 

日本人の 日常生活 

まず 衣食住 の 中で もい ちばん だい じな 食物 のこと か 

ら 考えて みょう。 

太古の 先住民族 や 渡来 民族 は 多く 魚貝 や 鳥獣の 肉 を 

常食と していた かもしれ ない。 いつの 時代に か 南洋 ま 

たは シナ から いろいろな 農法が 伝わり、 一方で はまた 



すると 1- j ろで ある。 

床下の 通風 をよ くして 土台の 腐朽 を 防ぐ の は 温 湿の 

気候に 絶対必要で、 これ を 無視して 造った 文化 住宅 は 

数年で 根太が 腐る のに、 & 舎の 旧家に は 百年の 家が 平 

気で 立って いる。 ひさしと 縁側 を 設けて 日射と 雨 雪 を 

遠ざけたり している ので も 日本の 気候に 適応した 巧妙 

な 設計で ある。 西洋人 は 東洋 暖地へ 来て やっと バンガ 

口 ー のべ ランダ 造リを 思い つ いたよう である。 

障子と いう ものが また 存外 巧妙な 発明で ある。 光線 

に対して は 乳色 ガラスの ランプ シ ェ ー ド のように 光 を 

弱めずに 拡散す る 効果が あり、 風に 対しても その 力 を 



はなり うるであろう。 コンク リ —， ^造りと いえ ども 長 

い 将来の 間に まだ 幾多の 風土 的な 試練 を 経た 上で、 は 

じめ てこの 国土に 根 をお ろす ことになるであろう。 試 

験 はこれ からで ある。 

住居に 付属した 庭園が また 日本に 特有な もので あつ 

て 日本人の 自然観の 特徴 を 説明す るに 格好な 事例と し 

て しばしば 引き合いに 出る ものである。 西洋人 は 自然 

を 勝手に 手製の 錡 型に はめて 幾何学 的な 庭 を 造って 喜 

んで いるの が 多い のに、 日本人 はなるべく 山水の 自然 

を そこなう ことなしに 住居の そばに 誘致し 自分 は その 

自然の 中に いだかれ、 その 自然と 同化した 気持ちに な 



自覚 的に は 海の 自然 を 解説す る こと はしない としても、 

彼ら を 通して 海の 自然が 国民の 大多数の 自然観の 中に 

浸潤し つ つ 日本人 固有の 海洋 観 を 作り上げ たもので あ 

やま さちひこ うみ さちひこ 

ろう。 そうして さらに また 山 幸彦. 海 幸彦の 神話で 象 

おおやし ま 

徴 されて いるよう な 海陸 生活の 接触 混合が 大 八州 国の 

住民の 対 自然観 を 多彩 にし 豊富に した こと は 疑い もな 

いこと である。 

以上 述べ きた つ たような 日本の 自然の 特異性 また そ 

れ によつ て 規約され た 日本人の 日常生活の 特異性 は そ 

の 必然 の 効果 を 彼ら の 精神 生 活に 及ぼさなければ なら 

ない はずで ある。 この 方面に 関して は 私 ははな はだ 不 



私 は、 日本の あらゆる 特異性 を 認識して それ を 生か 

し つ つ 周囲の 環境に 適応させる ことが 日本人の 使命で 

あり 存在理由で ありまた 世界人 類の 健全な 進歩への 寄 

与で あろうと 思う ものである。 世界から 桜の 花が 消え 

てし まえば 世界 はや はり それだけ さびしくな るので あ 

る。 

(追記) 以上 執筆 中 雑誌 「文学」 の 八月 特集号 

「自然の 文学」 が 刊行され た。 その 中には、 日本の 

文学と 日本の 自然との 関係が 各方 面の 諸家に よつ 

て 詳細に 論述され ている。 読者 は それらの 有益な 



を も 参照 さるれば 大幸 である。 

(昭和 十 年 十月、 東洋 思潮) 
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